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１．研究の目的 

本研究は、わが国の地域的気候や異常気象の発

生傾向などが地球温暖化によりどのような影響を

受けるかを明らかにすることを目標にしている。

また、本研究で得られる日本の詳細な温暖化予測

結果は、地球温暖化研究イニシャティブの「温暖

化将来予測・気候変化研究プログラム」、「温暖

化影響・リスク評価研究プログラム」に提供し、

他の課題の基礎資料として活用される。 

さらに、国際的な研究活動としても「気候変動

に関する政府間パネル（IPCC）」の第四次評価報

告書への貢献や WMO（世界気象機関）等が推進す

る「世界気候研究計画（WCRP）」の副計画である

「気候の変動性と予測可能性に関する研究計画

（CLIVAR）」で指摘されている、全球規模の十年

～百年スケールの気候変動及び人為起源の気候変

化の解明や地域気候モデルの開発などといった、

国際的な要請への対応を目指している。 

 

２．研究の方法 

本研究では、次の３つの副課題を設定し、研究

を効率的に推進している。 

・地域気候モデルの高度化 

領域大気モデルの高分解能化及び陸面過程な

どの物理過程の改良を図る。更に､太平洋海洋

モデルを開発して領域大気モデルと結合し、領

域大気・海洋結合モデルを開発する。 

・全球気候モデルによる地球温暖化予測の高度化 

地域気候モデルに境界条件･初期条件を与え

る全球気候モデルを高度化し、長期積分を行う。

地球温暖化の予測精度を評価するためにアンサ

ンブル予測実験を行う。 

・気候モデルの検証と温暖化メカニズムの解明に

関する研究 

地域及び全球気候モデルの出力結果を解析す

ることにより、気候モデルが現在の気候を再現

する能力を検証し、さらに温暖化メカニズムの

解明を図る。 

 

３．研究の成果 

３．１ 地域気候モデルの高度化 

高分解能領域大気モデル及び太平洋海洋モデル

を開発・改良した。太平洋海洋モデルを用いて温

暖化時の数値実験を行い、計算結果をデータセッ

トとして整備した。また、高分解能領域大気モデ

ルによる予測結果を、「地球温暖化イニシャティ

ブ」の「温暖化影響・リスク評価プログラム」に

「気候統一シナリオ」として提供している。 

今後は、太平洋海洋モデルによる高分解能海面

水温を下端境界条件にした高分解能領域大気モデ

ルによる現在気候再現実験、温暖化時の気候を予

測する数値実験を進め、予測結果の蓄積と検証を

行なう。また、領域大気・海洋結合モデルについ

ては、検証結果を基に改良を進め、地球温暖化時

の日本列島周辺域における地域気候変化の予測を

めざした数値実験を行なう。 

３．２ 全球気候モデルによる地球温暖化予測

の高度化 

基礎となるMRI-CGCM2（全球大気・海洋結合モ

デル 大気T42、海洋 経度度2.5°、緯度2.0°

～0.5°）について物理過程を高度化した。この

モデルを使い、IPCC特別報告書（SRES)のA2とB2

の排出シナリオに基づく21世紀の温暖化時の気候

を予測するアンサンブル数値実験を行い、その結

果を気象庁から「温暖化予測情報」として公表し

た。 

また、国際的な結合モデル相互比較計画(CMIP)

から要請のあった二酸化炭素の年率１％漸増実験

を行い、その結果を提供するとともに、MRI-

CGCM2の後継となるMRI-CGCM3（全球大気・海洋結

合モデル 大気T63、海洋 経度度1°、緯度

1.0°～0.3°)についても開発を進めプロトタイ

プを作成した。 

さらに、IPCCの第４次評価報告書の作成に貢献

に向け、MRI-CGCM2による温暖化予測結果を

WGCM/IPCCに提供した。 

今後は、MRI-CGCM3をフラックス調整なしの気

候モデルとして構築し、MRI-CGCM3による温暖化

時の気候を予測する数値実験を行う予定である。 

３．３ 気候モデルの検証と温暖化メカニズム

の解明に関する研究 

高分解能領域大気モデルについて、現在の気候

状態での数値実験により算出された日本の気温、

降水量、アジア域の積雪の出力結果を、収集した

観測データと比較・解析し、高分解能領域大気モ

デルの改善に反映させた。 

太平洋海洋モデルについては、現在の気候状態

での数値実験（1990年を初期値とした）により算

出された海面水温の出力結果を、収集した観測デ

ータと比較・解析し、海洋表層における混合を決

めるパラメータ及び大気－海洋間の熱の交換を決

めるパラメータ等の改善を行った。その結果、日
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本南岸の黒潮流路及び房総半島沖の黒潮の離岸位

置が現在の状況を良く再現していることを確かめ

た。 

さらに、MRI-CGCM2による気候感度実験を、

ア）雲とエーロゾルの放射過程、イ）海洋混合層

（大気・海洋結合過程）、ウ）大気・地表面結合

過程、について行ない、気候感度実験の結果を解

析した。その結果、前記ア）～ウ）が温暖化予測

に及ぼす影響を調べることができた。また、現在

の温室効果ガスの量などの平均値を仮定した数値

実験を行い、気温等の平均場や変動の大きさが、

現在気候値を再現することを確かめた。 

 

今後は、地球温暖化時の日本列島周辺域につい

ての地域気候変化を数値予測実験の結果をもとに、

気温・降雪量・降水量などの空間分布や、それら

の現在の気候における値との偏差の頻度分布など

を解析し、本研究の主目的である温暖化時の日本

における気候変化や異常気象の発生傾向の変化の

解明をめざす。また、MRI-CGCM2及びMRI-CGCM3に

よる温暖化時の気候を予測する数値実験の結果を

もとにエルニーニョ現象などのように自然変動に

見られる特徴的なパターンなどを解析し、地球の

温暖化の検出と温暖化メカニズムの解明をめざす。 

さらに、温室効果気体やエーロゾルの排出シナ

リオから直接温暖化予測を行うことを可能とする

ために、本研究で作り上げられた全球気候モデル

と炭素循環モデル、オゾン・エーロゾルなどの化

学輸送モデルを結合し、地球の気候システムを構

成する気候要素（大気、海洋、陸面、雪氷、生

態）間の物質交換と輸送を包括して計算する全球

気候予測モデルへの発展をめざす。また、地域気

候モデルについても、本研究の成果を基に、局地

的な現象や日本の複雑な地形効果を十分に再現で

きる分解能4kmの精緻なモデルへの発展をめざす。 
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